
　背景：短下肢装具の足関節継手は，遊脚相の足関節
底屈を制限しなければならないが，過度な底屈制限は

立脚相に膝関節の過度な屈曲の原因となる．底屈を制

動する力は，片麻痺者の歩行能力に合わせ適切に調整

されるべきであるが，正確な調整は困難である．そこ

で油圧ダンパー付き短下肢装具（以下，油圧 AFO）を開

発した．油圧ダンパーは油圧を利用した小さな衝撃緩

衝器で，初期接地時の足関節底屈を制動するモーメン

トを発生する．これは本体の調整ネジを回すだけで簡

単に調整できる．

　対象と方法：片麻痺者 2 名を対象とした．対象 A 

は 40 歳代後半の男性の右片麻痺者で，下肢 Brunn-

strom StageⅢ，発症後 19 か月経過．日常では金属支柱

付き AFO（クレンザック継手 0°固定）を使用してい

る．対象 B は 40 歳代の男性の右片麻痺者，下肢 

Brunnstrom StageⅣ，発症後 17 か月経過．日常では継

手付きプラスチック AFO（ジレット）を使用している．

油圧 AFO と日常使用している底屈を制限した AFO 

を装着した際の歩行分析を行い，両者を比較した．測

定には，3 次元動作解析装置（VICON512）を使用し，歩

行速度，歩行率，歩幅，重複歩距離，立脚相の割合，

などの時間―距離因子と股・膝・足関節角度などの運

動学的評価を行った．分析には t 検定（p＜0.05）を用い

た．また主観的評価を質問用紙により行った．

　結果：時間－距離因子では A の歩行速度，歩行率，

麻痺側歩幅が増加した．B は歩行率が増加し，両側の

重複歩距離，麻痺側歩幅は減少した．両被験者とも初

期接地時に十分な足関節底屈と緩やかな膝関節屈曲が

みられた．主観的には両被験者とも油圧 AFO は快適

であると評価した．

　考察：油圧 AFO は立脚初期に適切な足関節底屈の

制動を行うことで，緩やかな足関節底屈と膝関節屈曲

が可能となり，他の AFO と比較しより快適に歩行で

きるといえるが，今後症例数や装具の種類を増やして

の検討も必要である． 

　背景と目的：新しい PCBS（Postural Control and 

Balance for Storoke）テストの検者間・検者内の信頼性

と，その得点分布の経時的変化を検討することを目的

とした．PCBS テストは姿勢変換に関する 7 項目を介

助量で評価し，座位バランス 5 項目，静的立位バラン

ス 4 項目，動的立位バランス 7 項目をどのような姿勢

制御戦略で姿勢を保持できたかを評価する．

　対象と方法：50 人の片麻痺患者（年齢 42～89 歳）に

対し，発症より 7 日後，120 日後，360 日後に PCBS 

テストを施行し，得点分布の経時的変化について検討

した．また 19 人の片麻痺患者（年齢 55～85 歳）に対し

て発症より 7 日後と 60 日後にテストを施行し VTR 

を撮影した．検者間信頼性は 5 人それぞれの評価結果

を比較し，検者内信頼性は 5 人の検者がそれぞれ 

VTR を見て繰り返し評価を行った．

　得点分布の経時的変化は相関係数を求めた後，Wil-

coxon の順位符号検定を行い，検者間・検者内信頼性

は相関係数を用いた．

　結果と考察：発症より 7 日後，120 日後，360 日後

のいずれにおいても床効果・天井効果がみられた．そ

の中でも姿勢変換と座位バランスの項目は天井効果

が，立位バランスの項目では床効果が著明にみられた．

患者全体の得点分布をみると 7 日後と 120 日後の間

には有意差がみられた（p＜0.001）が，120 日後と 360 

日後の間には有意差がみられなかった（p＞0.05）．よっ

て PCBS テストは脳卒中発症より 120 日以内であれ

ば有効な評価手段であるが，120 日以降は有効でない

と考えられた．

　PCBS テスト全体では検者間・検者内の相関係数が

それぞれ 0.94 と 0.96 で信頼性が認められたが，動的

立位バランスの評価項目のうち，検者間の相関係数が 

0.42 と 0.46 で低い値を示すものもあった．動的立位バ

ランスには多くの姿勢制御戦略が存在するため，検者

側に対して事前に十分な訓練が必要であると考えられ

た．
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